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それ小面積に露出し熊

野酸性火成岩類に属する

火成岩脈および火砕岩脈

がこれらの地層を貫いて

小弧状規模に分布する.

牟婁層群は各種のフ

リッシュ相からなり

大きく3分される.

下部は成層泥岩および

泥質フリッシュを主と

し中部は塊状砂岩お

よび砂質フリッシュが

優勢な厚層である.

上部は礫岩倉礫泥岩

倉角礫泥岩の存在で特

徴づけられ井相変化

が著しい.
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5万分の1地質図幅の新刊
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地質構造としては種々

の規模と形態の榴曲構

造が存在し北部ほど

変形度が強くなる傾向

がみられる.南部地域は断層によるブロック化が顕著で

ある.熊野層群および岡辺層群は顕著な傾斜不整合関係

で牟婁層群を覆っている.

｢江住｣地域は紀伊半島の南端部に位置し直接太平洋に

面している.前年に発行された｢栗栖川｣地域の南に隣

接し今回同じ著者らによるくわしい地質図と研究報告

が印刷公表されたことにより紀伊半島南部地域の地質の

実体カミｰ躍明瞭となった.

･地質は大部分が四万十地向斜後期の堆積物である牟婁層

群(漸新～下部中新統)で占められ地域の東端および西

端部に熊野層群および田辺層群(いずれも中新統)カミそれ

本報告には約40図にわたる図面･写景6葉にわたる巻

末図版によって地質の内容各岩相の説明などが分りや

すく行われているほかソｰルマｰクと砂岩の鉱物組成

(カリ長石量および石英量)の全資料が5万分の1縮尺の

付図として示されておりさらに南隣の｢田並｣地域の海

岸線をも含めて全海岸線の牟婁層群の地質ルｰトマップ

(縮尺約7,500分の1)がソｰノレマｰクおよび礫岩組成も

含めてつけられている.そして隣接する｢那智｣および

｢因並｣地域の牟婁層群の地質図までも5万分の1縮尺で

示される恋ど親切できわめて内容豊かな地域地質研究報告

である.

最近四万十黒帯の堆積･構造の場の位置づけに関して

種皮の議論があるが北隣の｢粟楢川｣図幅とともに四

万十黒帯前帯の地質の実態を示すものとして重要な地質

図であろう.著者らは現在さらに北側の｢竜神｣地域の

報告も準備中であり各方面から大き次期待が寄せられて

いる.
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